
 
	
  

 

初秋の時季となりましたが、皆様にはなお一層ご盛栄のこととお喜び申し上げます。 

今回の若田だよりは、9 月 1 日に若田フィジオスタジオが正式にオープンすることもあり、若

田プロモーションの想いについてご紹介させて頂きたいと思います。最近は介護福祉分野にお

いて、業界が急成⻑する中で、明らかに収益⽬的で参⼊し、⼈件費をはじめあらゆる経費を抑制す
る⽅向で利益率を上げようとする新規参⼊企業が増えています。しかし、業務の精神的負担と賃⾦
の低さによって、職員は疲弊し、最終的に経営が上⼿く⾏かなくなる企業が後を絶ちません。 

医療をはじめ介護福祉と⾔う仕事は、少しでも⼈のお役に⽴ちたいと⾔う「想い」が企業理念とし
て無いと、いつかは経営が息詰まると感じています。また、働く職員に同じ想いが無ければ、医
療・介護・福祉の現場は上⼿く機能しないと感じます。 

若⽥プロモーションの想いは、「両⼿が届く範囲の⼈に、健康で満⾜な⼈⽣を送って頂くための存在
である」事です。若⽥接⾻院を中⼼に、⾼齢者デイサービス、放課後デイサービス、そして今回の
若⽥フィジオスタジオには、それぞれの職員の想いが詰まっています。 

職員に対し想いを伝え続けることも⼤切ですが、想いを持った職員を採⽤する事も⼤切に思いま
す。若⽥プロモーションには、毎年のように⼦供の頃から若⽥接⾻院に患者として通っていた者が
就職を希望してくれていますが、そのような職員が多い理由は、我々の想いが就職希望者に伝わっ
ているからだと感じます。今後も、我々の想いがブレないように、これから⼊社する職員にも想い
を継承して⾏きたいと思っています。                                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

若⽥フィジオスタジオ H P  

令和 6 年 9 月 若田だより  


